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一般質問

上
水
本
町
の
保
存
樹
林
の 

開
発
事
業
計
画
に
つ
い
て
問
う

質
問　

①
保
存
樹
林
指
定
解
除
の
申

出
の
時
期
は
。
そ
の
際
、
市
と
し
て

買
取
り
の
検
討
は
し
た
か
。

　

②
当
該
樹
林
は
絶
滅
危
惧
種
等
が

生
息
し
て
い
る
と
の
調
査
結
果
が
あ

る
。
開
発
に
当
た
り
改
め
て
調
査
し
、

絶
滅
危
惧
種
を
保
全
す
べ
き
で
は
。

　

③
今
回
の
保
存
樹
林
の
喪
失
に
よ

り
保
存
樹
林
の
数
は
ど
う
な
る
か
。

市
長　

①
２
月
に
申
請
が
あ
っ
た
。

土
地
所
有
者
か
ら
事
情
等
を
聞
い
た

上
で
土
地
購
入
は
困
難
と
判
断
し
た
。

　

②
調
査
活
動
は
土
地
所
有
者
の
理

解
を
得
て
行
う
た
め
、
過
去
、
希
少

な
動
植
物
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
を
理

由
に
改
め
て
調
査
す
る
考
え
は
な
い
。

　

③
現
在
の
保
存
樹
林
は
１４
か
所
で

あ
る
。

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
建
設
へ
の
市
民
の 

懸
念
と
ま
ち
づ
く
り
の
在
り
方

質
問　

①
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
で
火
事

が
起
き
た
場
合
の
対
処
方
法
に
つ
い

て
、
市
は
何
か
検
討
し
て
い
る
か
。

　

②
建
築
後
の
環
境
変
化
に
つ
い
て

周
辺
住
民
に
情
報
を
共
有
す
る
な
ど
、

十
分
な
説
明
を
行
う
旨
の
市
の
助
言

に
対
し
、
事
業
主
の
検
討
状
況
は
。

市
長　

①
事
業
主
が
火
災
に
備
え
消

防
署
と
協
議
の
上
、
法
令
に
基
づ
い

た
設
計
を
進
め
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

②
現
在
、
事
業
主
か
ら
回
答
が
な

く
、検
討
状
況
は
把
握
し
て
い
な
い
。

オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
災
害
時
の 

備

え

に

つ

い

て

質
問　

①
避
難
所
で
の
オ
ス
ト
メ
イ

ト
の
排
泄
や
ス
ト
ー
マ
装
具
交
換
の

場
所
の
確
保
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

　

②
ス
ト
ー
マ
装
具
の
分
散
保
管
の

場
所
を
提
供
す
べ
き
だ
が
見
解
は
。

市
長　

①
小
学
校
９
校
、
中
学
校
２

校
に
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
ト
イ
レ
を

設
置
し
て
い
る
ほ
か
、
誰
で
も
ト
イ

レ
や
導
入
予
定
の
ト
イ
レ
ト
ラ
ッ
ク

の
活
用
を
想
定
し
て
い
る
。
ま
た
、

地
域
セ
ン
タ
ー
に
組
立
て
式
の
オ
ス

ト
メ
イ
ト
専
用
ト
イ
レ
を
備
蓄
し
て

お
り
、一
定
程
度
確
保
で
き
て
い
る
。

　

②
自
宅
以
外
に
分
散
保
管
す
る
こ

と
は
重
要
な
災
害
対
策
だ
が
、
場
所

の
確
保
と
運
用
面
で
課
題
が
あ
る
。

産
後
支
援
を
充
実
し
、 

安
心
し
て
子
育
て
す
る
た
め
に

質
問　

①
宿
泊
型
・
日
帰
り
型
産
後

ケ
ア
に
つ
い
て
、
助
産
院
を
利
用
し

た
い
と
の
声
が
あ
る
が
見
解
は
。

　

②
訪
問
型
家
事
育
児
サ
ポ
ー
タ
ー

等
の
事
業
者
同
士
の
情
報
共
有
や
意

見
交
換
の
場
が
必
要
だ
が
見
解
は
。

市
長　

①
今
後
の
利
用
状
況
や
ニ
ー

ズ
を
見
極
め
、
助
産
院
等
と
意
見
交

換
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

　

②
産
後
ケ
ア
事
業
に
関
わ
る
保
健

師
や
事
業
者
等
が
参
加
す
る
研
修
会

で
情
報
共
有
し
て
い
る
。
引
き
続
き

情
報
共
有
等
の
場
を
設
け
、
き
め
細

か
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
努
め
て
い
く
。

上
水
本
町
保
存
樹
林
の
開
発
計
画
／

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
建
設
へ
の
懸
念

水
口
か
ず
え
議
員

（
ま
ち
づ
く
り
市
民
こ
だ
い
ら
）

オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
災
害
時
の

備
え
に
つ
い
て
／
産
後
支
援
の
充
実
を

柴
尾
ひ
ろ
み
議
員

（
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

農
作
物
の
害
獣
被
害
に
つ
い
て
／

地
域
イ
ベ
ン
ト
で
街
の
活
性
化
を

比
留
間
洋
一
議
員

（
自
民
党
小
平
政
和
会
）

農
作
物
の
害
獣
被
害
に
つ
い
て

質
問　

①
ネ
ズ
ミ
に
よ
る
農
作
物
へ

の
被
害
に
つ
い
て
把
握
し
て
い
る
か
。

　

②
ネ
ズ
ミ
に
よ
る
被
害
を
防
ぐ
手

段
等
の
対
策
は
。

市
長　

①
令
和
６
年
度
、
ネ
ズ
ミ
に

よ
る
被
害
に
関
す
る
問
合
せ
が
６
件

あ
っ
た
が
、
Ｊ
Ａ
東
京
む
さ
し
か
ら

は
具
体
的
な
被
害
状
況
は
把
握
し
て

い
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

　

②
Ｊ
Ａ
東
京
む
さ
し
か
ら
は
収
穫

し
た
農
作
物
に
ネ
ッ
ト
を
張
っ
た
り
、

進
入
路
で
あ
る
穴
を
塞
い
だ
り
す
る

な
ど
の
対
策
を
講
ず
る
よ
う
農
家
へ

伝
え
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
市
と

し
て
も
Ｊ
Ａ
東
京
む
さ
し
と
連
携
し

な
が
ら
情
報
提
供
に
努
め
て
い
く
。

地
域
イ
ベ
ン
ト
で
街
の
活
性
化
を

質
問　

①
商
店
会
等
地
域
団
体
の
イ

ベ
ン
ト
等
へ
の
補
助
金
申
請
に
お
け

る
承
認
ま
で
の
最
短
、最
長
日
数
は
。

　

②
商
店
会
等
地
域
団
体
の
イ
ベ
ン

ト
等
に
係
る
補
助
金
以
外
の
支
援
は
。

市
長　

①
最
短
、
最
長
日
数
と
い
う

捉
え
は
な
い
が
、
申
請
書
を
受
け
付

け
て
か
ら
約
１
週
間
で
補
助
金
交
付

の
決
定
を
行
っ
て
い
る
。

　

②
街
路
灯
を
保
有
す
る
商
店
会
に

電
気
料
の
一
部
を
補
助
し
て
い
る
ほ

か
、
街
路
灯
フ
ラ
ッ
グ
の
作
成
及
び

取
付
工
事
等
、
街
路
灯
の
維
持
管
理

費
に
つ
い
て
も
補
助
対
象
で
あ
る
。

マ
イ
ナ
保
険
証
と
資
格
確
認
書
の
運
用
／

修
学
旅
行
先
の
安
全
性

中
倉
茂
和
議
員

（
市
議
会
れ
い
わ
新
選
組
）

災
害
時
の
ご
み
の
分
け
方
・ 

出

し

方

に

つ

い

て

質
問　

①
災
害
廃
棄
物
を
市
民
は
ど

こ
に
出
す
の
か
。

　

②
指
定
収
集
袋
は
使
用
す
る
の
か
。

　

③
災
害
時
の
ご
み
の
出
し
方
や
ル

ー
ル
に
つ
い
て
、
資
源
と
ご
み
の
収

集
カ
レ
ン
ダ
ー
に
掲
載
す
べ
き
で
は
。

　

④
簡
易
ト
イ
レ
の
使
い
方
と
捨
て

方
の
動
画
を
作
成
、
配
信
し
て
は
。

市
長　

①
戸
別
収
集
・
仮
置
場
の
開

設
等
は
、状
況
に
応
じ
て
選
定
す
る
。

　

②
災
害
廃
棄
物
と
認
め
ら
れ
る
生

活
ご
み
等
は
市
販
の
透
明
・
半
透
明

の
袋
を
使
用
し
平
常
時
と
同
じ
く
分

別
し
排
出
し
て
も
ら
う
想
定
で
あ
る
。

　

③
現
在
、
情
報
を
掲
載
す
る
ス
ペ

ー
ス
確
保
は
困
難
で
あ
る
が
、今
後
、

効
果
的
な
周
知
方
法
を
検
討
す
る
。

　

④
分
か
り
や
す
い
動
画
の
作
成
、

配
信
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

戦
後
８０
年
、記
憶
を
継
承
し
、平
和
、 

未
来
を
考
え
る
事
業
の
開
催
を

質
問　

①
市
の
戦
争
や
復
興
の
歴
史

等
に
係
る
展
示
会
や
、
教
育
資
源
と

し
て
の
デ
ジ
タ
ル
発
信
が
必
要
で
は
。

　

②
地
域
に
残
さ
れ
た
証
言
や
記
録

を
収
集
・
保
存
し
、
語
り
継
ぐ
取
組

を
行
う
必
要
が
あ
る
が
見
解
は
。

教
育
長　

①
展
示
会
に
は
新
た
な
資

料
の
収
集
等
が
必
要
に
な
る
。
デ
ジ

タ
ル
発
信
と
併
せ
て
今
後
研
究
す
る
。

　

②
今
後
、
様
々
な
意
見
を
踏
ま
え

検
討
し
て
い
く
。

マ
イ
ナ
保
険
証
と
資
格
確
認
書
の 

運

用

に

つ

い

て

質
問　

①
電
子
証
明
書
の
更
新
期
限

切
れ
に
よ
る
資
格
確
認
不
能
者
へ
の

対
応
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
準
備
、

啓
発
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

　

②
資
格
確
認
書
配
布
の
運
用
は
。

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
加
入
者
全
員

へ
の
一
斉
送
付
の
検
討
は
。

市
長　

①
電
子
証
明
書
の
有
効
期
限

が
経
過
し
て
い
る
マ
イ
ナ
保
険
証
を

持
つ
被
保
険
者
を
抽
出
し
、
マ
イ
ナ

保
険
証
が
利
用
で
き
な
く
な
る
前
に
、

本
人
の
申
請
を
も
ら
う
こ
と
な
く
資

格
確
認
書
を
交
付
し
て
い
る
。

　

②
国
の
方
針
に
沿
っ
て
資
格
確
認

書
を
交
付
し
て
い
る
。
現
時
点
で
一

斉
送
付
を
検
討
す
る
考
え
は
な
い
。

修
学
旅
行
先
の
安
全
性
と 

保
護
者
の
不
安
に
つ
い
て

質
問　

①
修
学
旅
行
先
決
定
に
当
た

っ
て
、
大
阪
・
関
西
万
博
会
場
の
安

全
性
に
関
す
る
情
報
収
集
と
検
討
は

ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
か
。

　

②
保
護
者
へ
の
事
前
説
明
・
同
意

の
取
り
方
な
ど
今
後
の
対
応
予
定
は
。

教
育
長　

①
訪
問
先
を
決
定
す
る
際

に
は
、
生
徒
の
安
全
を
担
保
し
た
上

で
修
学
旅
行
の
狙
い
を
踏
ま
え
決
定

し
て
い
る
。
情
報
収
集
は
、
旅
行
会

社
と
丁
寧
な
打
合
せ
を
し
て
い
る
。

　

②
今
後
は
保
護
者
へ
の
詳
細
な
説

明
と
と
も
に
参
加
確
認
票
を
配
付
し
、

参
加
意
向
を
確
認
す
る
予
定
で
あ
る
。

災
害
時
の
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
／

戦
後
８０
年
事
業
の
開
催
を

外
山
ま
な
み
議
員

（
自
民
党
小
平
政
和
会
）

中
央
エ
リ
ア
の
グ
ラ
ン
ド 

デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て

質
問　

①
新
建
物
の
本
格
的
な
整
備

に
当
た
り
、
予
算
議
案
等
の
提
案
な

ど
に
係
る
令
和
７
年
度
中
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
を
、
市
議
会
に
対
し
て
速
や

か
に
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

②
今
後
の
中
央
エ
リ
ア
整
備
事
業

に
係
る
見
積
り
（
予
算
）
を
提
示
す

る
段
階
で
、
市
が
発
表
し
た
想
定
金

額
の
変
遷
を
、
市
報
こ
だ
い
ら
等
で

分
か
り
や
す
く
周
知
す
べ
き
で
は
。

市
長　

①
現
在
、
設
計
を
踏
ま
え
た

市
と
し
て
の
積
算
作
業
を
行
っ
て
お

り
、
積
算
完
了
後
、
事
業
概
要
や
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
想
定
事
業
費
等
に
つ

い
て
示
す
予
定
で
あ
る
。

　

②
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
や
パ
ネ
ル
展

示
、
動
画
配
信
等
に
よ
り
、
こ
れ
ま

で
に
示
し
て
き
た
各
時
点
に
お
け
る

想
定
事
業
費
の
算
出
方
法
の
違
い
な

ど
を
分
か
り
や
す
く
周
知
し
て
い
く
。

再
び
、
小
平
市
特
別
職
報
酬
等 

審
議
会
を
速
や
か
に
設
置
せ
よ

質
問　

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
今

後
の
設
置
予
定
は
。

市
長　

私
が
２
期
目
と
し
て
市
長
に

就
任
し
て
か
ら
、
一
定
期
間
経
過
後

に
開
催
す
る
方
向
で
既
に
検
討
し
て

い
る
。
現
時
点
に
お
い
て
は
、
厳
し

い
社
会
経
済
情
勢
や
市
民
感
情
に
配

慮
す
る
必
要
も
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、

都
内
類
似
団
体
市
の
開
催
状
況
等
を

注
視
し
て
い
る
。

中
央
エ
リ
ア
に
つ
い
て
／
特
別
職

報
酬
等
審
議
会
を
速
や
か
に
設
置
せ
よ

福
室
英
俊
議
員

（
自
民
党
小
平
政
和
会
）

上水本町の樹林の調査結果をまとめた「森のカルテ 上水本町保存樹林編（平成２７年９月発行）」

用
語
の
解
説

用
語
の
解
説

※
１　

バ
イ
オ
炭
と
は

　

バ
イ
オ
マ
ス
を
材
料
と
す
る

炭
化
物
の
こ
と
。
燃
焼
し
な
い

水
準
に
管
理
さ
れ
た
酸
素
濃
度

の
下
、
３５０
℃
超
の
温
度
で
バ
イ

オ
マ
ス
を
加
熱
し
て
作
ら
れ
る

固
形
物
と
定
義
さ
れ
る
。

※
２　

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
と
は

　

バ
イ
オ
マ
ス
は
、
化
石
資
源

を
除
く
生
物
由
来
の
有
機
資
源

で
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
は
バ
イ

オ
マ
ス
を
利
用
し
た
発
電
方
法

の
こ
と
。
バ
イ
オ
マ
ス
の
燃
焼

で
発
生
す
る
Ｃ
Ｏ
２
は
、
化
石

資
源
か
ら
出
る
Ｃ
Ｏ
２
と
異
な

り
、
生
物
の
成
長
過
程
で
大
気

か
ら
吸
収
し
た
Ｃ
Ｏ
２
で
あ
る

た
め
、
大
気
中
の
Ｃ
Ｏ
２
を
増

加
さ
せ
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。

市
議
会
を
傍
聴

し
て
み
ま
せ
ん
か

　

本
会
議
や
委
員
会
は
定
員
の
範
囲

内
で
ど
な
た
で
も
傍
聴
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方

は
市
役
所
７
階
の
議
会
事
務
局
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。
午
前
８
時
３０
分
か

ら
受
付
を
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
小
平
市
議
会
で
は
、
議
場

傍
聴
席
へ
の
磁
気
ル
ー
プ
（
ヒ
ア
リ

ン
グ
ル
ー
プ
）
の
設
置
と
、
手
話
通

訳
者
の
配
置
を
試
行
的
に
実
施
し
て

い
ま
す
。（
事
前
の
申
込
み
が
必
要

で
す
。）

　

本
会
議
は
３
月
、
６
月
、
９
月
、

１２
月
の
年
４
回
開
催
し
て
お
り
、
開

会
時
刻
は
原
則
と
し
て
午
前
９
時
で

す
。
本
会
議
の
日
程
等
詳
し
い
こ
と

は
議
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

い
た
だ
く
か
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

雑木林
視点

典型的な雑木林の野草である。絶滅危惧種
（環境省）

キンラン

特徴

多年草。高さ ～ ㎝。葉がチューリップの葉
が何段も重なったようである。開花（ ～ 月金
色）

調査日 区域

ⅠⅡ

班名

特徴

多年草。草丈 ～ ㎝。葉は羽状。開花（
月～10月）0.7～1㎝の花弁5枚の小さな花が
穂状に咲く。バラ科に属する。ミズヒキソウは
タデ科である。

草
花
を
見
よ
う

平
成

年

月
か
ら
平
成

年

月
実
施

班名

雑木林
視点

雑木林で比較的多く見れる野草である。

H26年 春 種類 キンミズヒキ 春H26年 種類

ギボウシ

区域

Ⅰ

特徴

ギボウシの花は 月から 月に咲き、花色は紫
色か白色である。

調査日 区域

区域

Ⅰ ＡＢ

雑木林で見ることもある。雑木林
視点

特徴

多年草。高さ ～ ㎝。日陰でも育つ宿根
草。葉脈の流れが流線形で美しい。

雑木林
視点

家の周囲や道端で生え、茎は地をはって広が
る。雑木林での繁茂は他の草本類の成長に悪
影響がでることもある。

雑木林
視点

雑木林で見ることもある。

H25年

班名

種類草

Ⅰ

班名 調査日 区域

班名 調査日

特徴

調査日

Ⅱ

春

オニユリ H26年草

種類 ギボウシ

雑木林で見ることもある。
雑木林
視点

草

多年草。花期 ～ 月、 弁の黄色い花。クロー
バーに似た葉。葉が夜に閉じるためか、葉の片
隅がかじられた様に見えるから名がついたとい
う説がある。

H26年 春

区域

草

Ⅱ Ｂ

特徴

葉は披針形で先端はゆるく尖る。草丈 ～
となる大型のユリ。球根植物。開花（

月香りのある橙色の花）種をつくらず暗紫色
のムカゴという珠芽を葉の付け根につけ、こ
れがこぼれて繁殖する。

H25年 春 種類 カタバミ春 種類

草 草

調査日班名


